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2024/11/24 

ルカの福音書 講解メッセージ㉜ 

『ルルカの福音書 12 章 54－13 章 21 節 罪には罰ではない』 

 

■時代を見分け、死に備える 

ここまでイエス様は弟子たちに対して語ってこられましたが、続いて群衆に向かっ

て、次のように語られました。 

 

「 群衆にもこう言われた。「あなたがたは、西に雲が起こるのを見るとすぐに、

『ににわ 雨が来るぞ』と言い、事実そのとおりになります。また南風が吹きだ

すと、に暑い日になるぞ』と言い、事実そのとおりになります。偽善者たち。

あなたがたは地や空の現象を見分けることを知りながら、どうして今のこの

時代を見分けることができないのです 。」（ルカ 12:54-56） 

 

私たちは天気の兆しを見て翌日の状況を予測し、必要な備えをします。では、なぜ

「  という時代」を見分けて、 自分の死」に対して備えをしないのか、とイエス様は

語っておられます。自分の人生の終わりは、いつ訪れるかはわかりませんが、確実に

近づいてきています。それなのに、私たちはその備えを後回しにしてしまいます。イ

エス様は、死に対する備えをしなさいと語っておられるのです。 

さらにイエス様はこう言われました。 

 

「 また、なぜ自分 ら進んで、何が正しい を判断しないのです 。」 

「（ルカ 12:57） 

 

私たちは自分を判断するとき、つい みんなはどう思うか」という周囲の目を基準

にしてしまいます。しかしイエス様は、あなたは群衆の一部としてではなく、神の前

に一人の存在として生きているのだと示されます。周りではなく、神を見上げて判断

するよう、主は語られます。神と自分との関係こそが、正しい判断の基準なのです。 

 

■神との和解 

「 あなたを告訴する者といっしょに役人の前に行くときは、途中でも、熱心に

彼と和解するよう努めなさい。そうでないと、その人はあなたを裁判官のも

とにひっぱって行きます。裁判官は執行人に引き渡し、執行人は牢に投げ込

んでしまいます。あなたに言います。最後の一レプタを支払うまでは、そこ

 ら決して出られないのです。」（ルカ 12:58-59） 
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この言葉は、 礼拝に行く前に人と仲直りしなさい」という道徳的な教えではあり

ません。先ほどの「“死への備え”の話と深くつながっています。 

ここで あなたを訴える者」とは、死を象徴しています。死は必ず私たちに迫り、

裁きの場へと連れて行きます。その前に、神と和解するように、すなわち、神を信じ、

神のもとに立ち返るようにと教えられているのです。そうでなければ、取り返しがつ

かなくなる、とイエス様は語っておられるのです。 

このテーマは、13 章に続く出来事とも深くつながっています。 

 

「 ちょうどそのとき、ある人たちがやって来て、イエスに報告した。ピラトが

ガリラヤ人たちの血をガリラヤ人たちのささげるいけにえに混ぜたというの

である。イエスは彼らに答えて言われた。「そのガリラヤ人たちがそのような

災難を受けた ら、ほ のどのガリラヤ人よりも罪深い人たちだったとでも

思うのです 。そうではない。わたしはあなたがたに言います。あなたがた

も悔い改めないなら、みな同じように滅びます。また、シロアムの塔が倒れ

落ちて死んだあの十八人は、エルサレムに住んでいるだれよりも罪深い人た

ちだったとでも思うのです 。そうではない。わたしはあなたがたに言いま

す。あなたがたも悔い改めないなら、みな同じように滅びます。」」「（ルカ13:1-5） 

 

ピラトによって殺されたガリラヤ人の悲劇を聞いた人々は、 彼らは罪深かったか

ら天罰を受けたのだ」と考えました。しかしイエス様は、そうではないことを教えて

おられます。災難に遭った人と遭わなかった人の間に、罪の大きさの差などありませ

ん。誰もが同じ罪人であり、神と和解しなければ同じように滅びるのです。 

ここで言われる 悔い改める」とは、ギリシャ語 メタノエオー」で、 心の向き

を変える」 神に向き直る」という意味です。つまり、神と和解しなければ、誰もが

同じ滅びへと向かってしまうということです。 

このことは同時に、災いは“罪の罰”ではないという事実を示しています。人は災

害や事故、病気を罪の罰だと受け取ってしまいがちですが、イエス様は 罪には罰」

という人間の思い込みを徹底して否定されます。 

 

■罪と苦しみ 

罪とは何でしょうか。 

イエス様は、罪とは 神を信じないこと」 神から心を離すこと」 神と距離を取る

こと」だと教えておられます。私たちが考える“悪い行い”は罪の結果であって、罪

そのものではありません。罪とは、心が神に向かっていない状態、つまり的外れの状
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態です。そして苦しみの本当の原因は、この“神から離れた心”にあります。 

聖書は、人間が「 神のいのちによって動かされる“魂”を中心に持つ存在」だと教

えています。魂は本来、神へ向かうように私たちを押し出す力を持っています。しか

し、私たちの心にはもう一つの力――“肉の思い”が入り込みました。 神に向かわ

なくてよい」と引き戻す力です。魂は神へ向かわせ、肉の思いは神から離れさせる。

この二つの力がぶつかるとき、心に摩擦が生じ、それが苦しみとなります。 

神が与えた魂は、ナビゲーションのように、私たちが逆らえば逆らうほど、 違う、

そっちではない」と心の奥で叫び続けます。その叫びが不安となり、苦しみとなり、

私たちを締めつけます。 

この苦しみから逃れるには、どちらかの力を手放すしかありません。手放すべきは

“肉の思い”ですが、これがなかなかできないのが私たちの現実です。 

罪とは、神に向かおうとしない心の状態であり、その罪が生み出すのは罰ではなく、

苦しみです。ですから、神が罪に対してなさることは、罰することではなく、神の方

向へ引き戻すことです。そのために神は 悔い改めよ（メタノエオー）」と語られる

のです。それは 心の向きを神へ戻しなさい」という招きです。そこにこそ、苦しみ

からの解放があります。 

しかし、人は苦しみの原因が分かりません。苦しみの本質は、心が神に向けられな

いことによって生じる深い不安なのですが、その不安は目に見えないため、人はそれ

を“見える困難”に重ねてしまいます。すると、困難そのものが苦しみの原因のよう

に感じられます。つまり苦しみとは、罪――神から離れた心の状態――が形を取って

現れたものなのです。ですから、苦しみから解放される唯一の方法は、心を神に向け

ることです。 

ところが人は、 困難を解決すれば苦しみが消える」と考えます。人間関係の問題、

仕事の問題、健康の問題――これらは確かに重荷ですが、心が神に向いていない限り、

苦しみは別の形に姿を変えて現れます。困難を解決しても、苦しみそのものは消えま

せん。 

結局、人は苦しみを取りのぞく道をあきらめ、楽しみを追い求めたり、忙しさに逃

げ込んだりして、心の奥の苦しみに蓋をして、覆い隠そうとします。しかし、それは

一時的な気晴らしにすぎず、苦しみの根は残ったままです。 

すべての苦しみの根源は、心が神に向かないことただ一つです。ですから、イエス

様は 悔い改めなさい（神に向き直りなさい）」と語られます。それだけが、苦しみ

から解放される唯一の道だからです。 
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■苦しみの解決 

パウロはこう語ります。 

 

「  えって、今日まで、モーセの書が朗読されるときはいつでも、彼らの心に

はおおいが掛 っているのです。し し、人が主に向くなら、そのおおいは

取り除 れるのです。」（Ⅱコリント 3:15–16） 

 

この“覆い”とは苦しみのことです。苦しみを取り除く鍵はただ一つ、主に向くこ

とです。困難な出来事に苦しみを覚えるのは誰でも同じですが、困難を解決すること

が苦しみの解決にはなりません。苦しみの本当の原因は、心が神に向いていないこと

にあります。だからこそ、心を神に向けることが必要なのです。 

では、心を神に向けるとはどういうことでしょうか。それは、イエス様が言われた

ように「 神の国と神の義をまず求める」（マタイ 6:33）ことです。神の言葉を求め、

その言葉によって平安を受け取り、祈りによって神との距離を縮めることです。 

苦しみを覚えたときには、その苦しみを神に告白してほしいのです。苦しみを告白

することは、そのまま罪を告白することです。そして神に告白するという行為そのも

のが、すでに心が神に向いている証拠です。心が神に向けば向くほど、罪は癒され、

苦しみは癒され、平安が心を包むようになります。これが本当の解決です。 

しかし人はそのことを知らないため、誤った解決をしてしまいます。苦しみを分散

させたり、別の問題にすり替えたりしてしまうのです。苦しみは、心を神に向けるこ

とでしか癒されません。問題の解決ではなく、神との距離が縮まることが必要なので

す。これを理解しないと、間違った治療をし、間違った対応をし、かえって人間関係

を壊してしまうことさえあります。 

あなたを苦しめているのは家族でも友人でも環境でもありません。病気でもありま

せん。あなたを苦しめている本当の原因は、心が神に向けられないことです。神の言

葉を信じられないこと、神の言葉を食べられないことにあります。神は私たちを神の

方向へ押し出すように働いておられますが、その運動に逆らえば逆らうほど、心は苦

しくなるのです。だから聖書は、心を神に向けないことを罪と呼ぶのです。 

苦しみの原因は人間関係にはありません。人を憎むと、苦しみはさらに深くなりま

す。聖書が 人をさばくな」 許しなさい」と繰り返し教えるのは、人があなたを苦

しめているのではないからです。しかし人はそれを知らず、 自分が苦しいのはあの

人のせいだ」と思い込みます。そして憎しみを募らせ、しまいには破壊的な思いにま

で至ることがあります。 

イエス様の時代にも同じことが起こりました。イエス様が正しい福音を語られたと

き、正しくない福音を語っていたパリサイ人や律法学者たちは苦しみを覚えました。
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そしてその苦しみを イエスのせいだ」と勘違いし、イエス様を憎み、迫害し、つい

には十字架に追いやりました。しかしイエス様は十字架の上でこう祈られました。 父

よ、彼らをお赦しください。彼らは自分が何をしているの 分 らないのです。」「「（ル

カ 23:34）。 

 

人を憎むことは、神から見れば全く的外れであり、何の解決にもならないのです。 

だからこそイエス様は、 神の国と神の義をまず求めなさい」 心を神に向けなさい」

と語られました。あなたの敵は周りの人ではありません。あなたを苦しめているのは

“死”です。死が私たちの中に入り込み、心を神に向けられなくしたのです。そして

その死を持ち込んだのは悪魔であると聖書は教えています。ですから、裁かれるべき

敵は人ではなく悪魔なのです。 

ここでイエス様は 実を結ばない木のたとえ」を語られました。 

 

「 イエスはこのようなたとえを話された。「ある人が、ぶどう園にいちじくの

木を植えておいた。実を取りに来たが、何も見つ らな った。そこで、ぶ

どう園の番人に言った。に見なさい。三年もの間、やって来ては、このいちじ

くの実のなるのを待っているのに、なっていたためしがない。これを切り倒

してしまいなさい。何のために土地をふさいでいるのです 。』番人は答えて

言った。にご主人。どう 、ことし一年そのままにしてやってください。木の

回りを掘って、肥やしをやってみます ら。もしそれで来年、実を結べばよ

し、それでもだめなら、切り倒してください。』」（ルカ 13:6-9） 

 

この“実”とは、神との和解、永遠のいのちの実のことです。実を結ばなければ木

は切り倒される。つまり、神と和解しなければ滅びるということです。しかし神は忍

耐強く待っておられます。 来なさい。私と和解しよう」と招き続けておられます。 

悔い改め（メタノエオー）とは、方向を変えて神のもとに来ることです。神は呼び

かけ、私たちが応答して神のもとに来るのを待っておられるのです。 

そしてルカは、この“神の招きに応答する者が癒される”という真理を、次の出来

事を通してさらに説明していきます。 

苦しみを取り除く鍵はただ一つ、主に向くことです。苦しみを覚えたときには、そ

の苦しみを神に祈り、告白してください。苦しみを告白することは、そのまま罪を神

に差し出すことです。そして神に告白するという行為そのものが、すでにあなたの心

が神に向いている証拠なのです。 
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■罰ではなく救いを与える神 

 

「 イエスは安息日に、ある会堂で教えておられた。すると、そこに十八年も病

の霊につ れ、腰が曲がって、全然伸ばすことのできない女がいた。イエス

は、その女を見て、呼び寄せ、「あなたの病気はいやされました」と言って、

手を置 れると、女はたちどころに腰が伸びて、神をあがめた。」 

「（ルカ 13:10-13） 

 

彼女はその呼びかけに応答し、イエス様のもとへ行き、癒されました。これが和解

です。 

しかし、クリスチャンになって永遠のいのちを受け取っても、肉の思いに引っ張ら

れて別の方向へ進むことがあります。そのたびに苦しみが生じます。苦しみを覚えた

なら、またハンドルを切り直して神に近づけばよいのです。 

 

「 すると、それを見た会堂管理者は、イエスが安息日にいやされたのを憤って、

群衆に言った。「働いてよい日は六日です。その間に来て直してもらうがよい。

安息日には、いけないのです。」し し、主は彼に答えて言われた。「偽善者

たち。あなたがたは、安息日に、牛やろばを小屋 らほどき、水を飲ませに

連れて行くではありません 。この女はアブラハムの娘なのです。それを十

八年もの間サタンが縛っていたのです。安息日だ らといってこの束縛を解

いてやってはいけないのです 。」こう話されると、反対していた者たちはみ

な、恥じ入り、群衆はみな、イエスのなさったすべての輝 しいみわざを喜

んだ。」（ルカ 13:15-17） 

 

イエス様が安息日に癒したことを批判した律法学者たちに対して、イエス様は、み

ごとに彼らの偽善を指摘しました。こうして、彼らは恥じ入り、人々は神のみわざを

喜ぶことができました。 

さて、ここで サタン」という言葉には、注意する必要があります。サタンとは固

有名詞ではなく、 神に反対する運動」を表す一般名詞です。 

この語はアラマイ語「 サタナス」に由来し、その元になっているのはヘブライ語「 サ

ターン」です。どちらも同じ語源を持ち、 敵対する者」 反対する働き」という意味

です。ヘブライ語はもともと概念を表す言語であり、 サタン」という語が示すのは、

特定の存在の名前ではなく、神に反対する運動そのものです。 

では、神に反対する運動とは何でしょうか。聖書はそれを「 死」と呼びます。神は

いのちであり、いのちに反対するものが死です。そして聖書は、この死を世界に持ち



7 

 

込んだのが悪魔であると教えています。悪魔とは、死を司り、神に反対する運動をも

たらす存在です。死が入り込んだ結果、私たちの体は有限となり、弱さや病が生じる

ようになりました。つまり、病は 罪の罰」ではありません。イエス様が サタンに

縛られている」と言われたのは、悪魔の働きによって入り込んだ“死”が、彼女の体

を縛っていたという意味です。 

つまり、 サタンが縛っていた」とは、死の力が体を縛り、神のいのちに反対する

運動が働いていたということです。そしてイエス様は、その死の力を打ち破り、彼女

を解放されました。これは、神が人の罪を罰して病を与えるのではなく、死の力から

人を救い出すために働かれるお方であることを示しています。 

 

■永遠のいのちの成長 

 

「 そこで、イエスはこう言われた。「神の国は、何に似ているでしょう。何に

比べたらよいでしょう。それは、 らし種のようなものです。それを取って

庭に蒔いたところ、生長して木になり、空の鳥が枝に巣を作りました。」」 

「（ルカ 13:18–19） 

 

からし種は、ごま粒よりも小さく、吹けば飛んでしまうほどです。しかし、その小

さな種がやがて二メートル以上の木に成長します。イエス様は、この驚くべき成長を

神の国にたとえられました。 

神の国とは、別の言い方をすれば「神と和解すること、永遠のいのちを受け取るこ

と、そして「霊の体を着せられることです。しかし、私たちが神と和解し、永遠のい

のちを受け取ったとしても、その変化は外側からはほとんど見えません。 

クリスチャンになったとき、外見が変わるわけではありませんし、劇的な変化を感

じない人も多いでしょう。しかし聖書は、キリストを信じる者はすでに 死からいの

ちへ移されている」と語ります（ヨハネ 5:24）。つまり、外からは見えなくても、あ

なたはすでに神の国のただ中に置かれているのです。 

とはいえ、私たちの肉体は依然としてこの“死の世界”にあります。だから永遠の

いのちは、最初はからし種のように小さく、見えないものとして始まります。しかし

イエス様は、そのいのちが必ず成長すると語られました。やがて空の鳥が枝に巣を作

るように、永遠のいのちは完全に姿を現し、あなたを天国へと導くのです。 

つまり、神と和解するということは、ただ滅びを免れるというだけではありません。 

それは「あなたの内に蒔かれた永遠のいのちが成長し、あなたを天国へと導く道の始

まりなのです。 

イエス様は、このからし種のたとえを通して、神と和解することの大切さと、その
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先にある確かな希望を示しておられます。 

イエス様はさらに、神の国についてもう一つのたとえを語られました。 

 

「 またこう言われた。「神の国を何に比べましょう。パン種のようなものです。

女がパン種を取って、三サトンの粉に混ぜたところ、全体がふくれました。」」 

「（ルカ 13:20–21） 

 

パン生地が膨らむのはイースト菌が働くからです。これがパン種です。少しのパン

種が生地全体に広がり、見えないところで発酵し、やがて全体を大きく膨らませます。

イエス様は、このパン種を「私たちの内に与えられた永遠のいのち「にたとえられまし

た。 

永遠のいのちは、外からは見えません。しかし確かに私たちの内に蒔かれており、

静かに、しかし確実に働いています。聖書は、私たちがイエス・キリストを信じられ

るようになったこと自体が、すでにこの永遠のいのちの働きであると教えています。

信仰は聖霊の働きであり、つまり「私たちの内に与えられたパン種である聖霊が働い

ている証拠なのです。 

そして、イエス・キリストを信じられるようになると、 度はキリストとの関係が

深まり、私たちはキリストへと引き寄せられていきます。神の言葉が次々と信じられ

るようになり、人格全体が大きくされ、神との関係が豊かになっていきます。これこ

そが、パン種が生地全体を膨らませるように、永遠のいのちが私たち全体を満たし、

成長させていくという意味です。 

 

「 イエス様はこう言われました。「わたしが来たのは、羊がいのちを得、また

それを豊 に持つためです。」」（ヨハネ 10:10） 

 

神は、私たちを神のもとへ導き、私たちのいのちを豊かにするために働いておられ

ます。すでに永遠のいのちを受け取った者は、ますますイエス・キリストに近づくこ

とができます。 

外からは見えなくても、あなたが神の言葉を求め続けることができるのは、すでに

神と和解しているからです。あなたが神の言葉を聞こうとするのは、もう神のもとに

帰っているからです。だからそのまま神の言葉を聞き続け、信じ続け、信仰から信仰

へと進みましょう。神の言葉によって苦しみを消し、平安を受け取りましょう。 

このすべてが、 全体がふくらみました」というパン種のたとえに込められていま

す。 


